
５．本時のねらい  
面積を求める問題を図に表して考える活動を通して、帯分数は仮分数に直してから計算すればよいことに気付

き、正しく計算することができる。（技能） 
※人権教育の観点 自分のやり方をペアや自由交流の中で誰に対しても説明することができる態度（行動力） 

 
６．本時の展開（じっくりコース） 
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１．問題場面を確認する。 
 
                       

 

 
・分かっていることには直線、求めることは波線を引き、何を求める式を
立てればよいのかを明らかにして式を立てる。 

※長方形の面積を求める式 
    ×     （各自ノートに書く。） 

２つの計算の方法を提示する。 
 
 
 
 
 
２つの計算の方法で違いは何かを考える。 
・答えが違う。計算の方法がちがう。 
２．課題をつくり、見通しをもつ。                               
 
 
 
 
３．○あのやりかたについて考える。 
≪仮分数に直して計算≫ 

 この方法は仮分数に直して計算します。 
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 長方形の面積は縦×横なので
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 長方形のすべての面積を求めることができているので正しい。 

４．個人追究する。 
○いの方法は個人で追究をし、図と式を関連させながらたしかめる。 
≪整数と真分数に分けて計算≫ 
 この方法は整数と分数に分けて計算しています。 
 １×２＝２の面積は図で表すとＡの面積 
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の面積は図で表すとＤの面積 

図のＢとＣの面積を求めることができて 
いないので、この方法は正しくない。 

５．交流をする。 
 ペアで二つの方法を確かめる。 
・それぞれの式を示しながら交流する。 
あといの方法ではあの方法が正しいと思います。 
あの方法は帯分数を仮分数に直して計算し、すべての面積を求めること
ができているので、正しいです。 
いの方法は図をもとにして考えると、ＢとＣの部分の面積を求めること
ができていないので長方形全体の面積を求めることができていないの
で、いの方法は正しくないです。 

６．まとめ 

７．教科書の練習問題に取り組む。 
・帯分数を仮分数に直す方法で計算する。 

実態を見届ける 
・今までの学習同様、式を立てる
ところまでは、自分で進めるよ
うに促す。特に、立式の根拠に
ついては「長方形の面積は縦×
横なので」という言葉を使うよ
う助言する。 

・２つの計算の方法を提示しどこ
が違うかを把握しているかを見
届け課題化につなげる。（挙手・
発言） 

・課題化した後、二つのやり方が
どのような方法で考えているか
を見通しもたせてから問題に取
り組ませる。 

学習状況を見届ける 
・○あの方法は一斉に行い図と式を
関連付けながら求めるやり方を
教える。追究のしかたを教える
ことで、個人追究に入る際、自
信をもたせてからできるように
する。 

・帯分数どうしの計算は、帯分数
のままではなく、仮分数に直し
て計算すると求めることができ
ることを理解できているか確認
する。 

・いの方法でやると、ＡとＤの面
積の部分しか求めることができ
ていないことに気付いているか
を見届ける。 

・どちらの方法が正しいか、図と
式を関連付けながら説明できて
いるかを見届ける。 

・
７

５
は図のどの部分ですかと問い

かけ、図と式の対応ができてい

るかを見届ける。 

・全体交流の前にペア交流を位置

付け、考えを深めるようにする。 

 
 
 
 
 
定着状況を見届ける 
○帯分数を仮分数に直しているか
どうかを見届ける。 

○早く問題が解けた児童にはどん
どんプリントに取り組ませ、習
熟を図る。 

縦１
２

５
ｍ、横２

１

３
ｍの長方形の花だんがあります。 

この花だんの面積を求めましょう。 

評価規準 
帯分数を仮分数に直して正
しく計算している。【技能】 

帯分数は、仮分数に直して計算する。 

帯分数どうしのかけ算のしかたはどちらが正しいかを図をもとに 

たしかめよう。 
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